
この仏像は観音堂の本尊で、１８世紀後半から１９
ぶっ し だいかく

世紀前半にかけて、川越の仏師大覚により造られ
えんこう

たものです。ハスの花を模した円光を背に、端正
な顔立ちで均整のとれた美しい姿をしています。

再生紙を使用
かんのんどう しょうかん ぜ おん ぼ さつ ざ ぞう じ げん じ あ み だ にょらいりつぞう

【今月の表紙】北入曽の観音堂にある木造聖観世音菩薩座像と、入間川の慈眼寺にある木造阿弥陀如来立像（いずれも市指定文化財）

［狭山市広報］
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この仏像は、慈眼寺が阿弥陀堂と称してい
いちぼく

た時代の本尊と考えられ、一木造りと呼ばれ
る平安時代の技法で造られた、市内最古の仏
像です。
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